である。 一方 は 口が きけ て そして 仲間が おおぜい いる 

のに、 一方 は 全く 口が きけ なくて そしてた だの 一人 

ぼつち であった。 これが 大 なる 不幸のお もなる 原因で 

あつたの である。 

けんか をす る 時には だれでも 少しぐ らい は 気が狂つ 

ている。 そしてお 互いに 相手の 事 を、 あいつ は 気違い 

だと 触れ回っても たいてい 聞く 人の ほうで 相手に しな 

いから、 結果 は それき りで なんらの 後難 を ひき 起こす 

恐. W 力な レ 

ところが 現在の 仮想 的 事件の 場合に おいて は、 象が 

人間の 言う 事 を 聞かない から 人間が おこ つた、 それ か 



いので ある。 考えて みると はなはだ 不可思議な 心理で 

ひっきょう 

は あるが、 畢竟 は 人間が その 所信に 対する 確証 を 求 

めようと する まじめな 欲求に ほかなら ないか もしれ な 

ヽ o 

レ 

それ はどうで もい いが、 この場合 迷惑 至極な の は 象 

である。 腹が立っても、 どうす る 事 もで きないと ころ 

へ、 こういう 境遇に 置かれて プ レジュ デ イスの めがね 

の 焦点に なって は 全く やる せがない。 もしも 一 つ 所に 

象の 仲間が おおぜいいて、 そして 仲間 どうしで 話 をす 

る 事が できたら それならなん でもない。 そう なれば 象 

仲間で 人間の ほう を 気違いに してし まって、 そして 象 



に 迎えられて、 そうして、 気違いで ない あたりまえの 

象と して 見られ 取り扱われる ようにな つ た 事 はこの 象 

にと つて どんなに うれしい 事であった ろう。 想像す る 

だけで も 私 は 胸の 奥底まで 晴れ晴れ とする ような い い 

心持ちが する。 

事実 は 全く ど うだかわ からない、 ただ 以上の ような 

場合が 今後に も ありうる ものと すれば、 私 は 多くの 善 

良な 象の ために また その 善良な 飼養 者の ために、 これ 

だけの 事 を 参考の ために 書いて おくの もむ だな 事で は 

あるまい と 思 つたので ある。 

(大正 十三 年 二月、 女性 改造) 
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